
 

 

知事の米国訪問について 

１ 趣旨 
  2015年ＮＰＴ運用検討会議に参加し，会議参加国や国連機関，国際機関，ＮＧＯに
対して，「国際平和拠点ひろしま構想」や「ひろしまレポート」をはじめとする活動
を紹介することにより，本県の平和の取組を世界に発信するとともに，各国の政治指
導者の被爆地訪問を働きかけることにより，核軍縮の議論が核兵器の悲惨さを十分認
識した上で行われるための環境づくりを行う。 

 
２ 内容 
 (1) 期 間 

 平成２７年４月２３日（木）から５月１日（金）（７泊９日） 
       (ＮＰＴ運用検討会議会期：平成２６年４月２７日（月）～５月２２日（金）) 
 (2) 場 所  

ニューヨーク，ワシントン 
 (3) 参加者 

 知事，職員５名 
阿部信泰氏（国際平和拠点ひろしま構想推進委員会副座長，原子力委員会委員）

[ニューヨークのみ] 
※ 秋山信将氏（一橋大学国際・公共政策大学院教授）には，ワシントンでの会
談にご同行いただくとともに，国連本部内で本県が実施するサイドイベントの
モデレーターを務めていただく。 

 
３ 主な用務 
 ○ 2015年ＮＰＴ運用検討会議への参加（ニューヨーク） 
  ・ サイドイベントの開催（別紙参照）や個別の面談を通じて，参加国や国連機関，

国際機関，ＮＧＯに対して，本県の平和の取組の紹介と政治指導者の被爆地訪問
への働きかけを行う。 

・ 国連本部内で本県の平和の取組を紹介するパネル展示やレポートの配布を行う。 
 
 ○ 政府関係者等との意見交換（ワシントン） 
   政府・議会関係者，研究機関・財団関係者等と本県の平和の取組について意見交

換（具体的な面会者については調整中）と政治指導者の被爆地訪問への働きかけを
行う。 

【日程（予定）】 
月日 内容 場所 

４月 23 日（木） （移動） 
米国連邦議会調査局（ＣＲＳ）関係者との意見交換 
外交問題評議会（ＣＦＲ）関係者との意見交換 
マンスフィールド財団関係者との意見交換 

ﾜｼﾝﾄﾝ 
４月 24 日（金） 

４月 25 日（土） （移動） ﾆｭｰﾖｰｸ 
４月 26 日（日） － ﾆｭｰﾖｰｸ 
４月 27 日（月） ＮＰＴ運用検討会議への参加（国連本部） 

・ﾋﾛｼﾏ･ﾅｶﾞｻｷ・ｱﾋﾟｰﾙ集会への参加（One UN New York） 
・ｱﾝｹﾞﾗ･ｹｲﾝ国連軍縮問題担当上級代表との面会 

ﾆｭｰﾖｰｸ 

４月 28 日（火） ＮＰＴ運用検討会議への参加（国連本部） ﾆｭｰﾖｰｸ 
４月 29 日（水） ＮＰＴ運用検討会議への参加（国連本部） 

・県主催サイドイベントの開催 
ﾆｭｰﾖｰｸ 

４月 30 日（木） （移動） 機中泊 
５月 １日（金） （移動）  
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サイドイベントの開催について 

 
 
１ 概要 

  近年，国際会議等で取り上げられる機会の多い「核兵器の非人道性」の議論を踏まえて，

今後，核兵器廃絶にどのように取り組んでいくのかについて，NPT 運用検討会議に参加す

る国際機関，各国政府，広島市，ＮＧＯ等を招聘して意見交換する。 

 
２ 開催日時 

  平成２７年４月２９日（水） １３：１５～１４：３０（７５分） 

 

３ 場所 

  国連本部内会議室 C 

 

４ 対象者 

  NPT 運用検討会議に参加する各国代表団，国際機関，NGO 関係者 
   
５ テーマ 

核兵器の非人道性と法的枠組み 

 

６ 内容 ※参加確定者のみ 

区分 内容 

冒頭スピーチ （調整中） 

ﾊﾟﾈﾙ･ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ ○パネリスト 

・広島市長（平和首長会議会長） 

・国連軍縮問題担当上級代表 アンゲラ・ケイン 

・オーストリア外務省大使 アレクサンダー・クメント 

・国際反核法律家協会（IALANA） 国連事務所 

核政策に関する法律家委員会 事務局長ジョン・バロー 

・阿部信泰（原子力委員会委員） 

・広島県知事 

○コーディネーター 

・秋山信将（一橋大学教授） 

 

（別紙） 
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